
PROFILE　コミックバンド。メンバーは左から省吾、大
久保ノブオ、タマ伸也。1996年に結成。寄席演芸場か
ら大ホール、野外フェスまで音曲ネタで会場をわかせ
る。アイス「ガリガリ君」CMソング、Eテレ「みんなのう
た」など楽曲提供。2014年度、国立演芸場花形演芸大
賞・大賞受賞。

ポカスカジャン
なんでもあり、笑いでロックを貫く！

と人との関係性や立場が作用して

笑いになることもある。そのさじ

加減は実践で学んだ」（S）。

　結成から半年で２時間の単独ラ

イブに恵まれた。「音楽があった

からこそできた。爆笑もとりたい

けど、演奏して楽しい！それが僕

らの強み」（T）。一方、生の舞台の

怖さも。「スベるとすぐにわかる。

ただ、それを超えてネタのエピ

ソードになるのも不思議」（O）。

今年は20周年。これまでやっ

てこれたのも、「仕事」の枠を超え、

笑ってもらうことの楽しさを味わ

えたから。「忘れられない本番は、

震災後の気仙沼のライブ。揺れる

ような笑いが起きて、まさにゾー

ンに入った感じ」（T）。そんなスー

パーライブに向かって常に全力

投球だ。「目指すはクレイジー

キャッツ。個々が強くなるとグ

ループも強くなる。それぞれ新し

いことにも挑戦して、芸を磨いて

いきたい。楽しい笑いで日本を明

るくしたい！」（O）

　音楽を思いっきり楽しんで、お

客さんに笑ってもらう！コミック

バンド「ポカスカジャン」は、フ

ジロックなど人気バンドが出演す

るロックフェスも、笑いで盛り上

げる。メンバーそれぞれがバンド

ボーカル出身で抜群の演奏にのせ

たネタが売りだ。

　音楽からなぜお笑いに？「30歳

を前にワハハ本舗の舞台をみて

『なんでもありの舞台、これこそ

ロックだ！』と衝撃を受けた。バ

ンドをやめて、ワハハの社長に入

れてほしいと頼み込んだんです。

花やしきで開催したワハハの

ショーからのスタートでした」（O）。

　デビューの条件は、３人の音楽

ユニット。花やしきで出会った歌

のうまい省吾と、後輩のタマ伸也

を引き入れ、ネタづくりがはじ

まった。曲はできてもネタはでき

ない。さんざん悩んで、社長にくっ

てかかったことも。「『笑いってな

んですか？弱いものいじめです

か？』って。ある意味そうで、人
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